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　平素より当社事業へのご理解とご支援を賜り、心より御礼申し上げます。
　本中間報告にあたり、株主の皆様、そして日頃より当社製品をご愛顧いただいている皆様にあらためて感謝
申し上げます。
　私たちは「食」を支える企業として、容器を通じて人々の豊かな暮らしに貢献することを使命としています。 
近年では、原料費やエネルギー価格の変動等、厳しい環境が続いておりますが「もっとも高品質で環境に配慮 
した製品を」「どこよりも競争力のある価格で」「必要なときに確実にお届けする」をモットーに、ニーズを 
先取りした製品開発、生産体制の強化、安定供給に努めております。
　また、使用済みトレーやペットボトルを新しい容器へと生まれ変わらせる「トレー to トレー」「ボトル to 
透明容器」によるリサイクルは「ストア to ストア」（3ページ参照）に発展し、更なる展開を加速させています。
　地域やお取引先の皆様と力を合わせ、資源を大切にする循環の輪を広げることが、未来への責任だと考えてい
ます。これからも環境負荷の少ない、便利で安心な製品づくりを通じて、皆様の暮らしに寄り添ってまいります。
　今後とも変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役会長（兼）
エフピコグループ代表 代表取締役社長

株主の皆様へ

●売上高及び製品売上数量
　�売上高は製品価格改定効果の反映等により、前年同期比

104.0％と伸長し、11期連続の増収、過去最高を更新いた
しました。一方、製品売上数量は前年同期比98.1％となり
ました。環境意識の高まりを追い風に、エコ製品（エコト
レー、エコAPET、エコOPET）を中心に伸長したものの
物価高を背景に小売における買い上げ点数が前年を下回り、
特にコンビニエンスストアにその傾向が見られます。

●経常利益増減の主な要因
　�経常利益は93億46百万円となり、前年同期比で28億25

百万円の増益、過去最高を更新いたしました。増加要因と
して、製品価格改定効果の反映に加え、収益性の高い軽量
化製品・エコ製品の堅調な販売により、販売活動において
45億円のプラスとなりました。一方、主な減少要因として、
原料価格の上昇影響が5億円、物流費の増加が7億円等と 
なりました。計画に対しては17億46百万円上回りました。
その主な要因は、原料価格が期初想定を下回ったことや、
新たに算出したサイクルタイム目標の活用により各工場で
生産性が向上したこと、合理化による経費上昇の抑制等に
よるものです。

連結業績ハイライト

【コーポレートムービーのご紹介】
このたび、当社の事業内容をよりご理解いただくため約４分間にまとめた動画を
作成いたしました。右のQRコードから、ご覧いただけますと幸いです。
※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

➡
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スーパーマーケット
消費者 エフピコ

回収 / 販売
使用済み容器を洗浄 リサイクル/ 容器製造

APFC-DP

人手不足にお困りの皆様に朗報
ドリップによる吸水紙を敷く手間やコスト、
リパック作業を軽減する新製品！

｢ストア to ストア」の取り組みが
全国各地でさらに拡大しています

当社が推進している水平リサイクル「ストア to ストア」にご賛同
いただき、協働して取り組む「エコストア協働宣言」を発表する
企業様が拡大しております。より一層の拡大を目指し、引き続き
循環型社会の実現に向けて活動してまいります。

ひとつひとつのハニカム 
形状のポケットで表面張力 
が発生。ドリップが移動せず 
見映えを維持できます。

お店で使用・販売された食品トレー・ペットボトルをその「お店」で回収し、
エフピコで再生し、その「お店」でご使用いただく、お店を発着点とした 
リサイクルの仕組みをいいます。

ストア to ストアとは

エコストア 協働宣言企業

全国128社
4,364店舗へ

※2025年10月31日現在　　

北海道・
東北地方
19社中国・

四国地方
29社

九州・
沖縄地方
29社

関東地方

14社

中部地方

6社

関西地方

31社

NEW PRODUCT 新製品紹介

APFC-DPシリーズ

表面張力で
ドリップをキャッチ
裏返しても垂れにくい

表面張力でドリップの移動を防ぐ新機能！

ドリップポケット™

吸水紙いらず

売り場で
ドリップ発生

※ドリップ量によります

ドリップポケット
１個あたりの保水量

約0.1cc

約0.1cc 約0.1cc 約0.1cc
ドリップポケット
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『NIKKEI社歌コンテスト2025』において大賞を受賞！

T O P I C S トピックス

世界バラ会議で「トレーtoトレー」
リサイクル技術が注目の的に

　5月に福山市で行われた「世界バラ会議福山大会2025」
では、28か国・地域から約700名の専門家や愛好家が集ま
り、大きな盛り上がりを見せました。
　当社は会期中の4日間、会場の入口付近にブースを出展。

「トレー to トレー」の水平リサイクル技術に多くの来場者
から高い評価をいただきました。
　また、次回の開催地インド・ボー 
パール市の関係者からは「次回もぜひ
出展してほしい」とのお声がけをいた
だくなど、国際的な共感と関心の広が
りを感じられる機会となりました。

広島県福山市と連携協定を締結、
教育委員会へ「食品トレーのひみつ」を寄贈

　当社と福山市は、持続可能な社会の実現に向けて、地域
とともにリサイクルや環境教育の取り組みをさらに強化し
ていくことを目的とした「資源循環及び脱炭素等の促進に
関する連携協定」を4月30日に締結しました。
　締結式では、枝廣市長が「市民一人ひとりが環境を考え
るきっかけになるような取り組みにしたい」と述べられ、
佐 藤 代 表 も「 食 品
トレーやPETボトル
の回収活動が、より
広がるよう協力して
いきたい」と力強く
応じられました。

日本経済新聞に全面広告を掲載
　3月24日から3週連続で日本経済
新聞朝刊に、全面広告にてエフピコ
グループの想いを掲載いたしました。
　広告では、私たちグループが食品
トレー・容器を通じて生活者の快適
な食生活を支え、グループの力を 
結集し、ものづくりからリサイクル
へと未来に向けて挑戦し続けていく
ことを広く社会の皆様にお約束する
メッセージを訴求しました。

◦3月２４日掲載 ◦３月３１日掲載 ◦４月７日掲載

　当社は5年ぶりに『NIKKEI社歌
コンテスト』に応募し、応募総数
117件の中から最優秀賞である
大賞を受賞しました。
　全拠点で歌い上げられた社歌
に は、社 員 一 人 ひ と り の 想 い や 
会社の理念、未来へのビジョンが
込められています。
　社歌の動画撮影には2,300名
以上のグループ社員とその家族
が参加し、その歌声と感動が一つ
に響き合い、大賞受賞という結果
に繋がりました。

YouTubeはこちらから!

https://youtu.be/Itahavjg2Sg

エフピコグループ社歌
エフピコ発 ～わたしたちの願い～

福山発未来へ　夢と伝統を乗せて
静かに確かに歩むんだ　思いやりと優しさを持ち

エフピコ発世界へ　Tray に愛を乗せて
この世にない花を咲かそう　みんなの心は一つ

この美しい星に生まれ　生きる喜び分かち合いたい
明日への架け橋になろう

エフピコ　エフピコ　わたしたちの願い

広島発平和へ　歴史と涙をのせて
みんな助け合い生きるんだ　勇気ある先人のように

エフピコ発自分へ　人生に想い込めて
苦しい時にも耐え忍び　情熱をこの胸に

この美しい星に生まれ　生きる喜び分かち合いたい
明日への架け橋になろう

エフピコ　エフピコ　わたしたちの願い

明日への架け橋になろう
エフピコ　エフピコ　わたしたちの願い

第74回日経広告賞／環境・
サステナビリティー部門に
おいて、優秀賞を受賞しました。
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

社 名 株式会社エフピコ
FP CORPORATION

福 山 本 社 〒721-8607
広島県福山市曙町一丁目13番15号
TEL 084-953-1145（代表）

東 京 本 社 〒163-6036
東京都新宿区西新宿六丁目8番1号
新宿オークタワー36Ｆ
TEL 03-5320-0717（代表）

設 立 1962年7月24日
資 本 金 13,150百万円

 会社の概況（2025年9月30日現在）

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数

240,000,000株
84,568,424株

7,854名

 株式の状況（2025年9月30日現在）

株 主 名 持株数（千株） 持株比率（%）

株 式 会 社 小 松 安 弘 興 産 28,778 35.58
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 6,797 8.41
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 6,147 7.60
積 水 化 成 品 工 業 株 式 会 社 2,810 3.47
株 式 会 社 西 日 本 シ ティ 銀 行 1,760 2.18
ＧＯＶＥＲＮＭＥＮＴ ＯＦ ＮＯＲＷＡＹ

（常任代理人 シティバンク、エヌ・エイ東京支店） 1,602 1.98

エ フ ピ コ 共 栄 会 1,602 1.98
日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（退職給付信託積水化成品工業口） 1,200 1.48

エ フ ピ コ 社 員 持 株 会 1,132 1.40
第 一 生 命 保 険 株 式 会 社

（常任代理人 株式会社日本カストディ銀行） 1,102 1.36

（注）	 1．持株数は、千株未満を切り捨てて表示しております。
	 2．持株比率は、自己株式数（3,691,650株）を控除して計算しております。

 大株主の状況（上位10名）（2025年9月30日現在）

事 業 年 度 4月1日～翌年3月31日
定 時 株 主 総 会 毎年6月
期末配当金受領株主確定日 3月31日
中間配当金受領株主確定日 9月30日
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　
大阪証券代行部
〒541-8502　
大阪市中央区伏見町三丁目６番３号
TEL ０１２０–０９４–７７７（通話料無料）

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所 プライム市場

公 告 の 方 法 電子公告
公告掲載URL　https://www.fpco.jp/

（ただし、電子公告によることができない
事故、その他やむを得ない事由が生じた 
ときは、日本経済新聞に公告いたします。）

（ご注意）
1．‌�ご住所・お名前の変更、単元未満株式の買取・買増請求、

配当金受取方法の変更などについては、お取引のある証券
会社にお問合せください。

2．‌�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきまし 
ては、左記特別口座の口座管理機関にお問合せください。 
なお、三菱ＵＦＪ信託銀行全国各支店でもお取次ぎいたします。

3．‌�未受領の配当金につきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行本店および
全国各支店でお支払いいたします。

株主総会資料のウェブ化について
2023年の株主総会から、株主総会資料をウェブ化いたしました。
議決権行使書は今までどおりお送りいたしますが、書面での株主総会資料の受領を希望される株主様は、基準日
である2026年3月31日までに書面交付請求のお手続きをお願いいたします。
お手続き方法については、口座を開設されている証券会社または三菱UFJ信託銀行にお問合せください。
本制度について詳しくはこちら→https://www.tr.mufg.jp/daikou/denshi.html

株 主メモ


